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完
成
し
た
マ
リ
ア
観

音
像
を
目
の
当
た
り
に
し
て

そ
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
動
し

た
。
制
作
者
の
卓
越
し
た
技

術
と
、
想
い
の
込
も
っ
た
こ

の
世
に
唯
一
無
二
の
、
見
事

な
木
彫
作
品
で
あ
り
、
神
々

し
い
表
情
や
気
品
あ
る
姿
は

不
信
心
者
の
私
さ
え
心
惹
か

れ
る
思
い
が
し
た
。
議
員
と

し
て
俗
な
表
現
を
す
れ
ば
、

観
光
や
礼
拝
等
で
国
内
・
外

か
ら
の
訪
問
客
が
、
将
来
激

増
す
る
目
玉
と
な
り
得
る
と

確
信
し
た
。
市
が
現
在
計
画

中
の
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー

は
、
国
道
沿
い
に
ガ
イ
ダ
ン

ス
（
説
明
・
案
内
）
施
設
と 隈 部 和 久 議員 

議
員

物
販
所
を
、
10
数
億
円
か
け

て
建
設
す
る
予
定
で
あ
る

が
、
果
た
し
て
永
続
的
な
集

客
が
見
込
め
る
の
か
、
は
な

は
だ
疑
問
で
あ
る
。
像
が
鎮

座
し
て
い
る
建
屋
の
一
帯
を

整
備
し
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
機
能

や
、
原
城
跡
か
ら
の
出
土
収

蔵
品
等
の
展
示
ブ
ー
ス
を
一

ケ
所
に
集
約
し
た
ほ
う
が
、

集
客
力
が
は
る
か
に
高
ま

り
、
建
設
費
も
大
幅
に
削
減

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

私
も
像
は
本
市
の
目

玉
に
な
る
観
光
資
源
だ
と
思

う
が
、
遺
産
セ
ン
タ
ー
は
国

道
沿
い
で
、
観
光
客
の
利
便

性
が
高
く
、
遺
跡
に
隣
接
す

る
立
地
で
あ
り
、
国
・
県
や

関
係
者
等
の
助
言
や
、
２
回

の
発
掘
調
査
を
行
い
、
実
現

可
能
と
な
っ
た
経
緯
か
ら
、

現
在
計
画
中
の
予
定
地
で
進

め
た
い
。

　
　
　
一
旦
、
計
画
が
動
き

出
し
た
ら
、
是
が
非
で
も
変

更
し
な
い
と
い
う
姿
勢
を
改

め
、
他
に
類
を
見
な
い
逸
品

を
頂
く
と
い
う
状
況
変
化
を

受
け
て
、
本
市
の
未
来
に
向

け
て
、
最
良
と
思
え
る
よ
う

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
当
初
の
計
画
よ
り
予

算
が
10
億
円
増
と
な
っ
た
事

へ
の
、
市
民
へ
の
説
明
と
謝

罪
は
な
い
の
か
。

　
　
　

説
明
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
代
表
へ
の
議
員
各
位

に
対
し
報
告
を
行
っ
た
。
謝

罪
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
積

算
の
も
と
に
35
億
円
で
賄
え

る
と
判
断
し
た
が
、
今
回
の

状
況
に
至
り
、
大
変
申
し
訳

な
い
と
い
う
思
い
で
あ
る
。

　
　
　
さ
ら
な
る
増
額
の
可

能
性
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　

今
回
見
直
し
た

事
業
で
完
成
す
る
よ
う
努
め

る
。

議
員

市
長

市
長

市
長

市
長

議
員

議
員

　
　
　
九
州
経
済
調
査
会
の

発
表
に
よ
れ
ば
、
南
島
原
市

の
人
口
は
、
現
在
の
４
万
２

千
人
が
、
２
０
５
０
年
の
28

年
後
は
１
万
９
千
人
に
な
る

と
推
測
し
た
。
市
長
の
今
の

率
直
な
感
想
と
今
後
の
対
応

は
。

　
　
　

人
口
減
少
社
会
に
お

け
る
労
働
力
の
減
少
は
地
域

社
会
の
産
業
に
多
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
と
と
も
に
、
地
域

の
担
い
手
不
足
や
地
域
内
の

つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
地
域
社
会

の
維
持
も
困
難
に
な
る
こ
と 黒 岩 英 雄 議員 

議
員

が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
南
島

原
市
創
生
総
合
戦
略
を
策
定

し
、
人
口
減
少
対
策
に
総
合

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

成
果
が
出
て
い
な
い
。
現
在

第
Ⅱ
期
総
合
計
画
と
一
体
化

し
、
人
口
減
少
対
策
に
資
す

る
取
組
を
長
期
的
視
野
に

立
って
総
合
的
に
進
め
て
い
く
。

　
　
　
地
球
温
暖
化
や
災
害

時
の
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
車
）

等
の
使
用
の
趣
旨
や
、
現
在

の
市
役
所
の
車
両
台
数
は
。

　
　
　

温
暖
化
対
策
と
し
て

Ｅ
Ｖ
車
の
導
入
は
、
二
酸
化

炭
素
を
排
出
し
な
い
た
め
、

排
出
抑
制
に
役
立
つ
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
防
災
拠
点

と
し
て
、
万
が
一
大
規
模
災

害
が
発
生
し
停
電
が
長
期
化

し
た
場
合
に
、
庁
舎
や
避
難

所
な
ど
の
蓄
電
器
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

市
役
所
の
車
両

台
数
は
、
普
通
車
26
台
、
軽

１
１
６
台
で
、
計
１
４
２
台

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

充
電
や
放
電

が
で
き
る
施
設
な
ど
は
、
経

産
省
の
補
助
金
制
度
が
あ

り
、
個
人
、
法
人
、
地
方
公

共
団
体
が
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
急
速
充
電
器
設
備
に
つ

い
て
は
補
助
金
が
あ
り
、
個

人
宅
は
対
象
外
。
車
体
購
入

は
、
普
通
自
動
車
最
大
85
万

円
、
軽
55
万
円
が
上
限
と
し

て
補
助
制
度
が
あ
る
。

　
　
　
Ｅ
Ｖ
車
等
購
入
に
あ

た
り
税
関
係
や
車
検
等
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　

新
車
購
入
時
の

環
境
性
能
割
が
非
課
税
、
車

検
時
の
自
動
車
重
量
税
が
減

免
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
。

所
有
し
て
い
る
公
用
車
は
軽

自
動
車
が
多
い
こ
と
か
ら
、

今
後
は
国
の
補
助
制
度
の
動

向
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
軽

Ｅ
Ｖ
車
導
入
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

議
員

質問の様子を
動画で見よう

質問の様子を
動画で見よう

木彫マリア像を
本市の起爆剤に

目玉となる観
光資源だと思う。
市長

自
転
車
歩
行
者
専
用
道

路
に
つ
い
て

電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
車
）

等
に
つ
い
て

建
設
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

市の人口、現在4万2千人
が、2050年の28年後に
は1万9千人と予測。
市長の感想と対策は

地域社会が困難
になると予想されるので、
人口減少対策を長期的視野
に立って総合的に進める。

市長

人
口
問
題
に
つ
い
て

環
境
水
道
部
長


